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１．はじめに 

2008 年「通潤用水と白糸台地の棚田景観」が重要文

化的景観に選定されて以来、熊本県山都町の白糸台地

では保全・活用に向けての取り組みが模索されている。

しかし、文化的景観は地域住民の生活・生業を含み形

成される景観であり、地域住民には理解しづらい面も

ある。また，外部の人との認識が異なったまま保全・

活用の取り組みが行われると、地域の個性を失ってし

まう恐れがある。地域全体の活性化・暮らしやすさに

つながるような文化的景観の保全・活用を考えるため

に，本研究では、文化的景観の構成要素である地域資

源を整理し、地域住民と共有できるような文化的景観

の価値構造を明らかにすることを目的とする。 

 
２．白糸台地における文化的景観の構造 

本章では、対象地の文化的景観の構成要素を整理し、

文化的景観の構造を明らかにする。 

（１）白糸台地の概要 

 白糸台地は北に浜町の低地が存在し、東を笹原川、

西を千滝川、南を緑川本流という三方を水に囲まれた

面積約 8.4km2 の台地である。地質は大部分が火砕流堆

積物であるため浸食に弱く、深い渓谷を形成している。

南を流れる緑川は古くから水運として利用されていた。 
（２）「通潤用水と白糸台地の棚田景観」の概要 

 文化的景観とは、「地域における人々の生活又は生業

及び当該地域の風土により形成された景観地で我が国

民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないも

の」（文化財保護法第二条第 1 項第五号）と定義された

文化財である。その構成要素は以下のように示される。 

ⅰ）自然特性：通潤用水下井手にはアブラボテなど貴

重な生物がいる。 

ⅱ）歴史特性：通潤用水建設は、地域主導で行われた

大規模な事業で、前近代日本社会の到達形態といえる。 

ⅲ）土木特性：通潤用水の管理システムは現代まで継

承されている。 

３）文化的景観の価値構造の分析 

文化的景観の価値をわかりやすく理解するために、

重要文化的景観の構成要素となった地域資源を、「生活

文化・歴史資産・土木施設・自然環境」の 4 つの属性

に整理した（表１）。文化的景観の構成要素を 4 つのレ

イヤーにわけて GIS を用いて図を作成した（図１）。こ

れにより文化的景観の価値構造が理解し易くなった。 
表１ 構成要素表  

 

 

図１ 構成要素図 
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